
が
、
茅
の
誕
の
州
出
り
た
る
如
く
な
る
を
・
弓
手
の
方
花
押
し
た
て
、

次
K
峯
枯
立
の
穫
の
線
長
さ
八
尺
陀
っ
き
切
り
て
八
角
陀
削
り
・
六

t
，F
 

十
聞
の
鎖
の
銀
を
ひ
し
/
¥
と
打
ち
け
る
を
、
要
乎
の
脇
K
立
て
ら

れ
け
り
。
失

K
藤
嶋
の
友
重
が
録
り
鍛
へ
て
打
ち
た
る
九
尺
三
寸
の

大
太
刀
、
中
程
よ
り
銀
木
ま
で
乎
網
を
以
て
き
り
/
¥
と
ま
か
せ
て

立
て
ら
れ
け
り
o
加
桜
花
武
具
を
絞
り
立
給
ふ
と
と
、
政
毅
一
代
の
問

仰
心
を
鈍
さ
れ
た
る
兵
法
を
一
々
用
に
た
て
、
詩
人
の
目
を
殺
か
せ

ん
が
矯
め
た
り

J

と
か
や
云
々
。
と
あ
り
。
今
按
宇
る
民
、
友
重
は
ん
品
園

金
滞
古
都
志
巻
十
八

ん
か
。
岱
借
は
官
樫
友
れ
ば
」
初
め
野
々
市

K
居
住
し
た
る
な
ら
ん
。

O
藤
崎
友
重
刀
剣
傍
話

富
樫
記
・
宮
地
論

K
一
苫
ム
。
長
享
二
年
六
月
富
樫
政
親
石
川
郡
高
尾

筒
抜
の
庭
、
議
披
も
程
近
し
と
て
、
政
親
の
得
手
の
具
足
陀
は
‘

市脚

右
馬
尉
が
打
て
る
白
柄
の
長
刀
、
柄
も
六
尺
身
も
お
尺
有
り
け
る

へ
た
り
o
叉
古
刀
銘
鐙
陀
紋
せ
た
る
刀
銘
忙
・
建
武
一
花
年
五
月
二
百

加
州
省
借
住
人
前
脚
柏
崎
光
長
と
あ
り
。
光
長
は
元
祖
友
軍
の
父
主
ら

る
貞
享
三
年
六
月
の
鍛
冶
調
書
K
、
友
重
の
名
を
記
紋
せ
宇
。
此
の

頃
既
に
友
毘
の
子
孫
断
絶
せ
し
た
る
べ
し
。
但
し
今
石
川
郡
白
山
村

利
主
町
の
入
口
に
野
鍛
冶
あ
り
。
藤
嶋
友
銀
の
子
孫
な
り
と
い

ひ
僻

五

パ

A
叙
定
則
に
一耳
ふ
。
行
光
は
石
川
郡
泉
村
の
位
入
、
貞
和
五
年
陀
五

十
裁
に
て
残
す
。
元
組
藤
嶋
友
重
の
弟
在
り
。
行
光
の
子
を
近
則
と

云
ひ
、
問
所
忙
居
住
す
。
共
の
子
を
清
光
小
次
郎
と
一
耳
ひ
・
賢
治
一
一
一

K
.
己
が
動
向
に
も
な
き
に
奇
特
の
至
り
也
。
い
左
陀
と
ら
す
る
と

御
哲
也
。
翌
日
品
川
左
門
K
共
段
申
、御
納
戸
へ
上
置
き
け
る
庭
、直

陀
被
'
下
た
る
を
設
が
指
岡
可
ν
仕
哉
と
の
事
ゆ
ゑ
奔
鎖
仕
け
る
に
、

藤
嶋
が
刀
也
。
正
宗一
K
て
も
可
ν
被
v
下
庭
、
水
谷
仕
合
整
数
、
例
悶
正
等

は
微
妙
公
の
御
得
用
の
程
知
れ
申
す
と
‘
北
川
庄
右
衛
門
削
承
る
。

と
あ
り
。

O
鍛
冶
行
光

清
光
惇

き
た
り
。
共
の
時
分
御
細
工
人
水
谷
庄
右
街
門
白
鞠
の
刀
を
持
来

て
、
御
白
川
水
際
の
御
道
具
共
の
所
へ
持
会
す
。
何
じ
ゃ
と
御
帯
ね
也
。

御
次
に
此
の
刀
取
常時
し
.御

山
也
候
ゆ
主
持
会
仕
り
た
り
と
申
上
け
る

御
底
上
へ
御
立
退
き
・
御
露
地
泉
水
の
叫
綿
花
品
問
を
数
、
昇
瓜
を
立
被
v

震
v
入
・
御
居
間
民
有
v
之
御
道
具
共
は
御
泉
水
の
際
へ
持
出
し
積
置

の
鍛
冶
な
り
し
故
、政
親
も
殊
陀
賞
翫
せ
ら
れ
、か
L
る
大
太
刀
を
ば

鍛
へ

し
め
ら
れ
し
と
開
ゅ
。
叉
山
本
甘
都
府
の
微
妙
公
夜
話
銀
民
、
江

戸
御
館
の
内
佐
々
遊
休
小
屋
出
火
し
、
二
三
軒
焼
失
す
。
微
妙
公
も

りいの 按 2釘 百七三一叉 被々加
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品に 組地 む四殿判 雲量
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